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第47回東郡中学校英語弁論大会創作の部 最優秀賞
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第47回東郡中学校英語弁論大会暗唱の部 最優秀賞
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世界ジュニア・カデ選手権大会 カデ女子エペ個人出場
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第61回県高校総体フルーレ・サーブル個人優勝
����' ����� !���()
第61回県高校総体フルーレ・エペ個人第３位
�* +,-����� !�����
第61回県高校総体フェンシング競技男子団体第１位
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第61回県高校総体エペ個人第３位
�3�45 ��6������
第61回県高校総体フルーレ・サーブル個人第１位
�789�: �;<=>��?�
第61回県高校総体フェンシング競技女子団体第１位
���@A �������()
第11回みちのく少年フェンシング大会フルーレ個人第１位
���BA-��6=CDEF��G�HI
世界ジュニア選手権大会 サーブル個人出場
�JKLMN���=CDOP�G�HI
第60回関東学生フェンシング選手権大会エペ個人第７位
�QRST �SU�HI
第８回全国障害者スポーツ大会 陸上１００ｍ第１位

２００ｍ第１位
【少年スポーツ賞】
���VW���XY��()
第18回東北少年フェンシング大会小学男子高学年の部

個人第７位

平
成
20
年
10
月
13
日
に
99
歳
で

亡
く
な
ら
れ
た
小
倉
正
廣
氏

(

袰

月)

へ
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
従
五

位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
倉
氏
は
昭
和
３
年
、
袰
月
尋

常
高
等
小
学
校
代
用
教
員
と
し
て

奉
職
以
来
、
昭
和
44
年
３
月
に
二

股
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
の
39
年
４
ヶ
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
初
等
・
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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平
成
20
年
今
別
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与

式
が
、
１
月
22
日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
14
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。

文
化
奨
励
賞
は
、
今
別
中
３
年
の
阿
部
篤
子
さ

ん
と
大
澤
美
穂
さ
ん
が
、
東
郡
中
学
校
英
語
弁
論

大
会
で
創
作
の
部
と
暗
唱
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
こ
と
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
イ
タ
リ
ア
の
カ
タ
ー
ニ
ア
市

で
開
催
さ
れ
た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選

手
権
大
会
に
サ
ー
ブ
ル
個
人
出
場
し
た
澤
田
昂
太

郎
さ
ん
や
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
２
種

目
２
年
連
続
優
勝
し
た
川
村
一
友
さ
ん
な
ど
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
に
授
与
さ
れ
る
少
年
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、

今
別
小
５
年
の
澤
田
晃
希
君
が
唯
一
の
受
賞
者
と

な
り
ま
し
た
。

授
与
式
で
は
、
小
鹿
町
長
が

｢

こ
の
記
念
す
べ

き
日
を
契
機
に
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
今
後

も
町
の
リ
ー
ダ
ー
、
他
の
模
範
と
し
て
更
な
る
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す｣

と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
三
國
千
種
さ
ん

(

青
北

今
別
校
舎
３
年)

が

｢

今
後
も
ま
す
ま
す
勉
学
に

励
み
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
活
動
の
振
興
に
努
力

し
て
い
き
ま
す｣

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
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横
岡

亘
前
団
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
今
別
町
消
防
団
長
に

相
内
亮
一
氏

(

62
歳
・
大
川
平)

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
21
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で
。
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第
40
回
東
郡
児
童
美
術
展
に
今
別
小
学

校
か
ら
は

｢

版
画
の
部｣

に
14
名
、｢

絵
画

の
部｣

に
29
名
の
出
展
者
が
あ
り
ま
し
た
。

出
展
作
品
の
な
か
で

｢

版
画
の
部｣

の

１
年
太
田
和
吹
く
ん
が
推
奨
を
受
賞
し
、

｢

絵
画
の
部｣

で
も
多
数
の
入
賞
者
が
あ
り

ま
し
た
。
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太
田

和
吹(

１
年)

�
�
�

畠
山

拓
斗(

１
年)

嶋
中

隼
人(

２
年)

�
�
�

入
江

真
翔(

１
年)

嶋
中

幹(

２
年)

�
�
�
�
�
�

�
�
�

和
島

凛(

１
年)

�
�
�

相
内

菜
月(

１
年)

太
田

晃
平(

２
年)

嶋
中

大
和(

３
年)

水
嶋

千
颯(

３
年)

杣
谷

梨
々(

３
年)

相
内
歩
美
佳(

４
年)

川
村

紘
平(

４
年)

杣
谷

友
梨(

５
年)
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平
成
20
年
12
月
に
開
会
さ
れ

た
今
別
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
今
別
町
選
挙
管
理
委
員
が

選
出
さ
れ
、
１
月
９
日
組
織
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
に
は
、
上
山
等
氏

(

61
歳
・
大
川
平)

が
選
ば
れ
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
鈴
木
源

蔵
氏

(

70
歳
・
砂
ヶ
森)

、
委

員
に
小
鹿
信
行
氏

(

69
歳
・
西

田)

、
吉
田
初
弘
氏

(

62
歳
・

大
泊)

の
両
氏
に
決
ま
り
ま
し

た
。任

期
は
、
平
成
20
年
12
月
17

日
か
ら
平
成
24
年
12
月
16
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。
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１
月
14
日
、
冬
晴
れ
の
好

天
の
中
、
旧
営
林
署
土
場
で

毎
年
恒
例
の｢

ど
ん
ど
焼
き｣

(

今
別
八
幡
宮
：
澤
田
瑞
穂

宮
司
主
催)

が
行
わ
れ
ま
し

た
。会

場
に
正
月
の
し
め
縄
等

を
持
ち
寄
っ
た
町
民
は
、
勢

い
よ
く
燃
え
る
炎
に
手
を
合

わ
せ
、
今
年
１
年
の
健
康
と

家
内
安
全
を
祈
っ
て
い
ま
し

た
。
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公
民
館
子
ど
も
教
室
で
は
１

月
17
日
に
、
冬
休
み
最
後
の
お

楽
し
み
と
し
て

｢

手
作
り
ク
ッ

キ
ー｣

を
焼
き
ま
し
た
。

ク
ッ
キ
ー
作
り
は
初
め
て
と

い
う
子
が
多
く
、
興
味
津
々
で

す
。
途
中
で
バ
タ
ー
が
溶
け
、

や
わ
ら
か
く
な
り
す
ぎ
て
、
雪

の
上
で
固
め
た
り
と
大
奮
闘
で

し
た
。
自
分
の
好
き
な
型
を
自

由
に
作
り
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、

出
来
上
が
り
は
ど
う
か
な
。
オ
ー

ブ
ン
の
中
か
ら
香
ば
し
い
匂
い

が
し
て
く
る
と
、
皆
ワ
ク
ワ
ク
。

｢

サ
ク
っ
と｣

お
い
し
く
焼
き

上
が
り
大
成
功
で
し
た
。
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第
14
回
元
気
な
か
っ
ち
ゃ
の

味
自
慢
・
う
で
自
慢』

が
１
月
17

日
・
18
日
の
両
日
、
県
観
光
物
産

館
ア
ス
パ
ム
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
東
青
地
区
の
農
協
・

漁
協
な
ど
の
女
性
団
体
が
農
水
産

物
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
、
地

元
特
産
物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
大
川
平
加
工
グ

ル
ー
プ

(

代
表

小
鹿
久
子)

、

ザ
・
あ
っ
ぱ
ー
ず

(

代
表

間
山

ち
よ)

、
農
協
女
性
部

(

代
表

川
村
弘
江)

の
３
グ
ル
ー
プ
が
参

加
し
、
自
慢
の

｢

漬
物｣

や
町
の

特
産
物
を
使
用
し
た

｢

ま
ぜ
る
だ

け
も
ず
く
め
し｣

、｢

紫
麺｣

、
古

代
米｢

紫
黒
米｣

な
ど
を
販
売
し
、

調
理
方
法
も
丁
寧
に
説
明
す
る
な

ど
、
地
元
の
味
を
紹
介
し
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
開
催
は
土
・
日
曜
で
も

あ
り
、
２
日
間
合
わ
せ
て
２
、
５

０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

当
町
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
準
備

し
た
販
売
品
は
ほ
ぼ
完
売
す
る
な

ど
大
盛
況
で
し
た
。
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今
別
町
社
会
福
祉
協
議
会

(

会
長

太
田
邦
彦)

主
催
の

｢

ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会｣

が
、
１

月
23
日
今
別
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
や
か
も
め
作
業
所
、

今
別
中
１
・
２
年
生
な
ど
全
10
チ
ー
ム
約
２
０
０
人

が
参
加
し
、
熱
気
と
笑
い
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

８
種
目
の
競
技
の
中
で
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
は
中

学
生
が
得
意
と
し
、
ゲ
ー
ト
通
し
レ
ー
ス
で
は
、
日

頃
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
て
い
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
が
手
慣
れ
た
技
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

雪
も
少
な
く
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
例
年

に
比
べ
参
加
者
が
多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中

で
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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白
鳥
チ
ー
ム

(

八
幡
町)

�
�

�
�

明
和
会
チ
ー
ム

(

山
崎)

�
�

�
�

高
砂
チ
ー
ム

(

浜
名)
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任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

長
及
び
委
員
長
職
務
代
理
者
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

�
�
�

○
相
内
利
男(

69
歳

大
川
平)

再
任

任
期

平
成
20
年
12
月
27
日
か
ら

平
成
21
年
12
月
14
日
ま
で

�
�
�
�
�

�
�

○
田
邉
春
作

(
71
歳

今
別)

再
任

任
期

平
成
20
年
12
月
27
日
か
ら

平
成
21
年
６
月
29
日
ま
で
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川と私たちのつながりが薄れた昨今ですが､

たくさんの魚が住み､ 私たちを和ませるような

自然の川に近づけるための勉強会を開催します｡

河床低下も進んでいて､ 橋など構造物への被

害も心配ですが､ それらを含め様々な視点から､

皆さんと意見を交換したいと思いますので､ た

くさんの方々の参加をお待ちしています｡

� � 平成21年２月19日 (木)

午後１時から午後３時

�� 今別町中央公民館 (集会室)

基調講演 (発表者)
１� 十五日会会長：澤田瑞穂氏
２� [ハートエンジニアオフィス]

代表取締役：工藤賀律夫氏
３� 東青地域県民局 地域整備部

河川砂防施設課長：三浦信行氏

! � 十五日会

" # 今別町・今別町内水面漁業協同組合
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平成21年３月31日で ｢特別慰労品｣ 贈呈の受付
が終了します｡
平和祈念事業特別基金では､ いまだ請求されて

いない引揚者､ 恩給欠格者､ 戦後強制抑留者の
｢ご本人｣ に､ 『特別慰労品』 を贈呈しています
(ご遺族の方は対象とはなりません)｡ ｢引揚者｣ は､
終戦の日まで引き続き1年以上外地で生活していて
戦後引き揚げてきた家族全員が対象です｡
請求書等は､ 町民福祉課福祉担当の窓口にあり

ます｡ 請求期限は平成21年３月31日までですので､
未請求の方は早急に申請してください｡
資格要件等の質問は､ 次の独立行政法人平和祈

念事業特別基金まで｡
(請求に関する問合せご相談は無料です｡ )
※無料電話 0120-234-933
(月～金:9:15～17:15､ 土日祝日休み)
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【注】 この農業労賃及び農作業受託料金は､ あくまで取り

決めの際の目安となるものであり､ 各地域により､ も
ろもろの事情があると思われますので､ 柔軟な対応を
お願いします｡
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19
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
同
条
例
を
、
国
の

法
改
正
に
伴
っ
て
関
係
条
項
を
改
正
し
た
も
の
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
$
�
�

�
�
�
�
�

国
の
医
療
制
度
改
正
に
伴
い
関
係
条
文
を
改

正
し
た
も
の
で
、
適
用
は
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
。

�
�
�
�
%
&
'
(
)
*
�
�
�
�
�
�
�

現
行
の
出
産
育
児
一
時
金
に
加
え
て
、
産
科

医
療
補
償
制
度
に
基
づ
く
追
加
支
給
を
条
例
化

し
た
も
の
。

�
�
�
�
+
,
-
�
�
�
�
�
�
�

消
防
団
員
の
定
年
を
現
行
の

｢

60
歳
以
下｣

か
ら

｢

65
歳
以
下｣

に
改
め
、
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。

.
�
�
�
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
�
�
9
:

相
内
長
男
氏

(

74
歳
、
鍋
田)

、
田
中
勝
英

氏

(

67
歳
、
奥
平
部)

、
長
谷
川
進
氏

(

74
歳
、

今
別)

の
３
名
の
再
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
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�
�
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町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
で
は
、

選
挙
管
理
委
員
は
投
票
で
、
補
充
員
は
指
名
推

薦
で
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
当
選
人
が

決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
24
年
12
月
16

日
ま
で
。

9
;
<
=
8
�

上

山

等
氏(

61
歳
、
大
川
平)

小

鹿

信

行
氏(

69
歳
、
西
田)

吉

田

初

弘
氏(

62
歳
、
大
泊)

鈴

木

源

蔵
氏(

70
歳
、
砂
ヶ
森)

9
;
<
=
8
�
@
A
�

１.

中

島

陸
奥
男
氏(

66
歳
、
山
崎)

２.

間

山

滋
氏(

65
歳
、
大
川
平)

３.

田

中

忠

平
氏(

70
歳
、
西
田)

４.

山

田

一

藏
氏(

61
歳
、
奥
平
部)

�
C
$

��D
�
�
E
7
F
@
�
G
H

役
場
庁
舎
の
ト
イ
レ
改
修
費
３
、
４
４
０
千

円
、
融
雪
溝
新
設
追
加
工
事
費
５
、
６
５
０
千

円
が
主
な
も
の
。

.
I
J
K
L
M
N
O
P
�
Q
R
S

町
で
行
う
排
雪
用
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
２
台

の
購
入
に
つ
い
て
、
青
森
い
す
ゞ
自
動
車
株
式

会
社
と
の
売
買
契
約
の
締
結
を
可
決
。
契
約
金

額
は
８
百
８
１
万
８
百
１
２
円
。

T
U

町
民
に
支
給
さ
れ
る
総
額
は
い
く
ら
か
、

ま
た
、
支
給
方
法
と
窓
口
対
応
、
及
び
必
要
経

費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�
�
�
�

具
体
的
な
内
容
は
、
ま
だ
決
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
受
給
権
者
は
世
帯
主
と
な
り
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
と
し
て
は
世
帯
主
宛
に

申
請
書
を
送
付
し
、
世
帯
主
が
郵
便
に
よ
る
申

請
ま
た
は
役
場
窓
口
と
の
直
接
申
請
す
る
方
法
、

支
給
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
へ
の
口
座
振
替

と
役
場
窓
口
で
の
現
金
支
給
の
方
法
を
そ
れ
ぞ

れ
予
定
し
て
い
ま
す
。

給
付
総
額
は
、
当
町
で
５
、
８
４
４
万
円
ほ
ど
。

そ
の
他
の
経
費
は
シ
ス
テ
ム
改
修
費
な
ど
、
人

件
費
以
外
は
全
額
補
助
に
な
り
ま
す
。

T
U

９
月
分
の
保
険
料
徴
収
に
お
い
て
、
滞

納
率
を
48
％
か
ら
25
％
に
修
正
す
る
報
道
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
何
か
。
ま
た
滞
納

者
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

�
�
�

�
�

�

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
後
期
高

齢
者
医
療
の
各
市
町
村
の
収
納
状
況
、
及
び
修

正
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
滞
納
者
、

滞
納
金
額
の
促
え
方
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
、

７
月
〜
９
月
ま
で
の
消
し
込
み
済
み
の
収
納
額

を
回
答
し
た
も
の
で
、
９
月
分
に
つ
い
て
は
月

末
の
消
し
込
み
未
済
分
が
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
修
正
し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
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"#��$%&'()*+, (単位：千円)

会 計 名 補正額 補正後の額 歳出補正の主なもの
一般会計 79,065 2,324,593 年金特別徴収対応システム改修費 9,705

国保事業勘定会計繰出金 4,681
国保診療会計繰出金 10,000
保育運営事業負担金 12,019
水道事業会計繰出金 30,000

国保 (事業勘定) 5,584 731,886 保険給付費､ 介護納付金 △20,050
後期高齢者支援金､ 共同事業拠出金 20,000

国保 (診療施設) 10,000 262,034 嘱託職員賃金 1,205
予備費 8,459

介護 (保険事業) 3,484 412,015 介護給付費返還金 3,154
介護 (サービス事業) △338 162,246 管理経費 △ 447
簡易水道事業 29,953 276,495 予備費 29,837

合 計 127,748 4,313,880
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２日 東郡町村議長会議長会議
16日 町長の行政説明会
17日 知事の次期県基本計画及び行革大

綱説明会
28日～29日

東郡町村議長会正・副議長研修会
-- .
10日 議会運営委員会
11日 第377回臨時会

常任委員会ほか関係委員会合同会議
12日 県町村議会議長会正・副議長研修会
17日～19日 東郡町村議長会視察研修及び全国町村議長大会
19日～20日 北海道新幹線開業促進特別委員会視察
28日 東郡老人福祉大会
-� .
２日 東郡町村議会議長会臨時総会
５日 議員全員協議会
８日 議会運営委員会
12日～17日 第378回定例会
12日 議会運営委員会
15日 総務文教・産業建設常任委員会
16日 議会運営委員会
17日 議会広報委員会
18日 県地方分権推進シンポジウム
19日 青森地域広域消防事務組合議会臨時会

青森地域広域事務組合議会臨時会
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は
ご
心
配
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
ま

す
。滞

納
者
に
つ
い
て
は
、
督
促
す
る
な
ど
の
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

小
鹿
町
長
に
は
今
別
町
の
財
政
健
全
化

の
た
め
日
々
努
力
さ
れ
、
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
。
町
長
が
先
頭
に
な
り
、
財
政
の
健
全
化
に

努
め
ら
れ
て
こ
れ
ま
で
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
国
の
動
向
や
交
付
税
の
状

況
に
よ
っ
て
は
計
画
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
が
、
健
全
化
の
方
向
に
向
く
ま
で
は
町
長
の

指
導
力
を
必
要
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
抱
負
と

今
別
町
に
懸
け
る
思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。

�
�

就
任
し
て
か
ら
早
く
も
８
年
目
に
入
り

ま
し
た
が
、
就
任
当
初
か
ら
財
政
の
た
だ
な
ら

ぬ
状
況
が
判
明
し
、
対
策
に
苦
慮
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成
16
年
か
ら
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
各
自
治
体
の
財
政
の
悪
化
は
顕
在
化
し
そ

の
建
て
直
し
に
努
力
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
度

は
財
政
健
全
化
法
が
明
ら
か
に
な
り
、
大
変
な

危
機
に
直
面
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
皆
さ
ん
は
じ
め
職
員
や
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
財
政
の
改
善
は
徐
々

に
で
は
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
目
に
見
え
て
き

て
い
ま
す
。

今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
は
、
い
か
に
し

て
累
積
赤
字
を
早
く
解
消
し
、
健
全
な
町
財
政

を
確
立
し
住
民
の
幸
せ
と
町
の
活
性
化
を
実
現

す
る
か
、
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
最
も
大
事

で
は
な
い
か
と
心
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
�

カ
ー
ト
レ
ー
ン
構
想
が
昨
年
10
月
に
新

聞
に
載
り
、
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
た
JR
北

海
道
で
は
新
幹
線
専
用
列
車
で
貨
物
列
車
を
運

ぶ
ト
レ
イ
ン
・
オ
ン
・
ト
レ
イ
ン
の
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
手
持
ち
の
情
報
を
お

聞
き
し
た
い
。

�
�

�
�

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、
新
幹
線
と
在

来
線
が
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ト
ン
ネ
ル

内
に
は
退
避
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

が
、
支
障
と
な
り
運
行
ダ
イ
ヤ
が
制
限
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
解
決
策
と
し
て
ト
レ

イ
ン
・
オ
ン
・
ト
レ
イ
ン
が
考
え
だ
さ
れ
ま
し

た
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
基
地
が
ど
こ
に

な
る
の
か
大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
、
期
待
す

る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
北
海
道
新
幹
線
は
函
館
ま
で
の
開

業
と
札
幌
延
伸
が
最
優
先
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
特

急
の
報
道
も
出
て
い
る
現
状
に
あ
る
の
で
、
今

は
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
事

と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

町
内
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
加
工
食
品
等

を
製
造
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
食
材

と
し
て
、
町
の
特
産
物
や
農
産
物
・
海
産
物
な

ど
地
産
地
消
と
し
て
、
小
中
学
校
の
子
供
た
ち

に
食
べ
て
も
ら
う
よ
う
に
で
き
な
い
も
の
か
。

�
�

�

学
校
給
食
に
地
元
食
材
を
取
り
入
れ

る
こ
と
は
、
よ
り
新
鮮
な
食
材
を
使
用
し
て
、

郷
土
の
食
文
化
の
理
解
、
地
域
の
人
々
と
の
交

流
を
深
め
る
な
ど
食
育
推
進
上
、
大
変
有
意
義

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

�
�

�
�

主
食
の
米
は
、
地
元
農
協
か
ら
100

％
調
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
産
業
部
門
と

連
携
し
て
収
穫
時
に
あ
わ
せ
た
献
立
を
作
成
し

て
児
童
生
徒
の
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
学
校
給

食
の
献
立
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
低
価
格

で
安
定
し
た
食
材
の
確
保
、
大
量
調
理
を
確
実

に
実
行
す
る
こ
と
、
衛
生
基
準
に
従
っ
た

｢

予

算
、
施
設
、
体
制｣

等
の
課
題
を
解
決
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
産
者
や
関
係
団
体
、
町
産
業
部
門
と
連
携
、

協
力
し
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支

援
す
る
な
ど
、｢

食
の
教
育｣

の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

�
�

部
活
動
の
遠
征
試
合
の
送
迎
に
つ
い
て
、

他
の
町
村
で
は
ほ
と
ん
ど
が
教
育
委
員
会
所
有

の
バ
ス
で
輸
送
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
わ
が

町
で
は
保
護
者
が
引
率
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
保
護
者
ま
た
そ
の
家
族
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
、
先
生
方
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
な
ん
と
か
し
て
バ
ス
を
出
す
よ
う

に
で
き
な
い
も
の
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

�
�

�

現
在
夏
季
、
冬
季
休
業
中
も
部
活
動

等
の
た
め
バ
ス
運
行
を
実
施
し
て
お
り
、
更
に

本
年
度
か
ら
は
学
校
の
要
望
に
よ
り
冬
季
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
最
終
便
を
延
長
し
て
先
生
方
の
協
力

を
得
な
が
ら
部
活
動
及
び
自
主
学
習
に
配
慮
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
会
に
つ
い
て
は
、

要
望
が
あ
れ
ば
す
べ
て
バ
ス
輸
送
し
て
い
ま
す
。

練
習
試
合
に
つ
い
て
は
、
各
種
団
体
等
の
調
整

に
よ
り
従
来
か
ら
制
限
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
来
年
度
の
行
事
等
が
計
画
さ
れ
る

の
で
、
部
活
動
の
試
合
予
定
も
含
め
て
協
議
し
、

バ
ス
運
行
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�
�

国
保
税
の
滞
納
世
帯
と
滞
納
額
は
い
く

ら
か
。
滞
納
に
よ
り
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、

保
険
証
の
返
還
基
準
と
そ
の
対
応
策
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�
	



�
�

滞
納
世
帯
は
140
世
帯
、
滞
納

額
は
４
千
137
万
６
千
761
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
は
、
現
在

５
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
還
基
準
に
つ
い

て
は
、
保
険
税
の
納
期
限
か
ら
１
年
間
が
経
過

す
る
ま
で
に
納
付
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
災

害
そ
の
他
、
法
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
保
険
証
の
返
還
と
資
格
証
明

書
の
交
付
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
策
と
し
て
は
、
税
務
担
当
者
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
納
税
相
談

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�

普
通
徴
収
の
滞
納
者
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
わ
が
町
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
保
険
証
を
返
還
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
、
高
齢
者
に
病
院
に
行
く
な
と
言
う
こ

と
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

�
�
	



�
�

滞
納
者
は
、
７
月
〜
11
月
ま

で
の
合
計
で
19
・
21
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
証
の
返
還
に
つ
い
て
は
、国
保
と
同
様
に
、で

き
る
限
り
資
格
証
明
書
の
発
行
に
な
ら
な
い
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

も
う
少
し
時
期
を
見
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
本
当
に
財
政
が
安
定
し
て
緩
和
の
措
置
を

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
水
道
料
の
見
直
し

な
ど
、
町
民
全
体
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
も
の

か
ら
手
を
付
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
�

財
政
が
改
善
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
年

間
収
支
は
今
ま
で
の
赤
字
収
支
か
ら
か
ろ
う
じ

て
黒
字
に
転
換
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
給
料

や
報
酬
に
回
す
余
裕
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
な

い
の
が
実
情
で
す
。

水
道
会
計
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ
り
料
金
の

値
上
げ
を
お
願
い
し
た
結
果
、
年
間
収
支
の
改

善
は
出
来
ま
し
た
が
、
累
積
赤
字
に
廻
す
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
解
消
す
る
よ
り
方
法
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
貴
重
な
提
言
と
し
て
承
り
た
い
。
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11月19日から20日まで､ 北海道新幹線開業促進特
別委員会の委員４人が町の新幹線対策研究チームと
合同で､ 北海道新幹線北海道側の事業進捗状況と取
組状況についての情報交換と､ 新函館駅予定地の現
地の状況確認のための視察研修をしてまいりました｡
初日は､ 木古

内駅周辺の現況
を視察したあと､
木古内町のまち
づくり新幹線課
の職員から､ 木
古内駅の現状と
新幹線に対応し
た将来計画､ さ
らには新幹線開業に向けた取組み状況について北海
道やＪＲ､ 商工会との連携の下に進めているという
説明を聞き､ 将来のトレイン・オン・トレイン (カー
トレイン) についても若干の意見交換をすることが
できました｡
また翌日は､
北海道新幹線の
新函館駅となる
北斗市の函館本
線渡島大野駅
(無人駅) の現
地を視察､ 工事
はすべてこれか
ら始まるという
状況にありましたが､ 隣接する市や町との位置的､
地理的な条件などを見て廻り､ 当町の今後の取り組
みに参考となる研修をしてまいりました｡
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厚生年金・共済組合加入者以外は国民年金に加入する
(届け出先・第１号被保険者は市町村役場､ 第３号被保険者は配偶者の
勤務先)

���������� (届け出先・市町村役場)
�� !��"�#$%&'(������

(届け出先・配偶者の勤務先)
�#$%&'()*+,���

・第３号から第１号保険者へ種別変更の手続きを
(届け出先・市町村役場)
�-./012345�6!��7��

①付加保険料の加入手続きを
(届け出先・市町村役場､社会保険事務所)
②国民年金基金の加入手続きを (届け出先・国民年金基金)
お問合せ先：町民福祉課町民担当 電話３５－２００１
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毎月第３日曜日は ｢家庭の日｣ です｡
ぬくもりある家庭づくりのために､ 家族みんなで話し合う日､ 楽しみ

合う日､ 協力し合う日にしてみましょう｡
また､ ５月の第３日曜日は､ 家族一緒の時間を大切にするために県が

行事を行わないよう定めた ｢ノー行事デイ｣ です｡
｢家庭の日｣ ホームページはこちら↓
http://www.pref.aomori.lg.jp/life/family/kateinohi.html
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２月１日から ｢あなたの身近に赤十字・・・｣ をスローガ
ンに ｢赤十字社員増強運動｣ が実施されます｡ 赤十字の様々
な活動は皆さんから寄せられる活動資金 (社費・寄付金) に
よって支えられています｡
ご支援いただいた活動資金は､ 国内外で災害救助活動､ 赤

十字奉仕団によるボランティア活動や､ いざという時の為の
応急手当の知識技術を学べる､ 救急法等講習普及活動などに
役立っています｡
お問合せ先：町民福祉課福祉担当 電話 ３５－２４６５
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平成20年分の申告期間は､ ２月16日(月)から３月16日(月)

までです｡
申告書の作成指導と受付は土・日を除く午前９時から午後

５時までですが､ ２月22日と３月１日に限り日曜日も実施し
ます｡
・申告書は ｢所得税の確定申告の手引｣ などを参考に作成し､
早めに提出を (郵送可)

・申告書の作成､ 提出は便利なイータックスをお勧めします｡
詳しくは､ 国税庁ホームページ (www.nta.go.jp)をご覧く
ださい｡

・給与所得者などの還付申告は２月16日以前でも提出できま
す｡

お問い合わせ 青森税務署 TEL017－776－4241


